
平成１７年度 「魅力ある大学院教育」イニシアティブ 
教育プログラム及び審査結果の概要 

 
◇「1.申請分野(系)」～「6.履修ﾌﾟﾛｾｽの概念図」 ：大学からの計画調書（平成17年7月現在）を抜粋 

機 関 名  九州大学 整理番号 c013 

１．申請分野(系）  医療系 

２．教育プログラムの名称 歯学国際リーダーの養成プログラム 

主なものを左から順番に記入（３つ以内） 

 歯学 ３．関連研究分野(分科) 
 
  （細目・キーワード） 

主なものを左から順番に記入（５つ以内） 

（保存治療系歯学、補綴理工系歯学、外科系歯学、形態系基礎歯科学、機能系基
礎歯科学） 
（主たる研究科・専攻名） 

 歯学府・歯学専攻[博士課程（一貫制）] 
研究科長（取組代表者）の氏名

赤峰 昭文 
４．研究科・専攻名 

及び研究科長名 
（［ ］書きで課程区分を記入、 

複数の専攻で申請する場合は、 

全ての研究科・専攻を記入） 

（その他関連する研究科・専攻名） 

 

５．本事業の全体像 

5-(1) 本事業の大学全体としての位置付け（教育研究活動の充実を図るための支援・措置について） 

 

大学全体としては本教育プログラムに関して個別の支援・措置は計画されていない。しかし、九州大学は

教育目的を、「日本の様々な分野において指導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で活躍する

人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献することを目的とする。」と教育憲章において規定しており、＜リ

ーダーの育成＞が九州大学の使命の一つである。したがって、すでに全学的なリーダー育成策が措置され

ている。例えば、外国人教授の雇用、大学としての任期制・公募制導入の推進、学内の競争的研究資金制

度などである。また、国際的なリーダーを育成するためには語学教育の重点化が必須であるとの判断から授

業料増収分の一部を語学教育に特化した形で執行している。したがって本教育プログラムは九州大学にお

いて新しい大学のあり方を惹起するものではなく、九州大学建学の目的の一つである＜リーダー育成＞を

飛躍的に増進させるイニシアチブプログラムであると位置づけられる。 

なお、本教育プログラムは九州大学の教育憲章に一致したものであるため、大学として本教育プログラム

への応募推奨や、専門委員会における予備審査などの支援は当然おこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



機 関 名 九州大学 整理番号 c013 

5-(2) これまでの教育研究活動の状況（現在まで行ってきた教育取組について） 

 

＜歯学リーダーの育成＞のためには最先端の歯学知識の広範な習得、独創的な研究の展開だけでは

不十分であると九州大学歯学府（九大における大学院の名称）では考えており、競争的な環境と国際性を

習得させるために下記に例示した取組を行ってきた。 

・外国人教授の採用 毎年3～６ヶ月程度、口腔生体応答学分野に外国人教授分野を雇用し、英語による

講義および討議を行ってきた。 

・大学院生の国際学会派遣 研究院長裁量経費により大学院生を競争的環境で国際学会に派遣し、発表

および討議を行わせた。（個々の指導教員の研究経費による国際学会派遣も頻繁に行われている。） 

・JICA教育への参画 歯学において唯一採択されているJICAプログラム（歯学教育）に学生を参画させ国 

際性を習得させてきた。 

 

5-(3) 魅力ある大学院教育への取組・計画（大学院教育の実質化（教育の課程の組織的展開の強化）のための具体的な教育

取組及び意欲的・独創的な教育プログラムへの発展的展開のための計画について） 

 

九州大学大学院歯学研究院においては＜A:歯学研究ﾘｰﾀﾞｰ＞と＜B:臨床歯学ﾘｰﾀﾞｰ＞の両者を

育成する必要がある。いずれの育成にも①基盤的専門知識、②高い倫理観、強い責任感と積極性、

③国際討議能力、④企画立案運営能力、が必須要素であるが、歯学研究ﾘｰﾀﾞｰにとって必要な基盤

的専門知識が＜深い学識と極めて高い独創性＞であるのに対し、臨床歯学ﾘｰﾀﾞｰにとって必要な基盤

的専門知識は＜Evidence Based Medicineをベースに新しい治療方法を導入普及させる能力＞である

ため、①基盤的専門知識教育においては両者を区分して教育を行うことが必要である。また、①～④の

教育要素に対する学習意欲を惹起するために大学院教育に(I)競争的環境と(II)大学院が研究などの

プロジェクトを主導できる環境を構築する必要がある。 

本教育プログラムにおいては、これまでにも行ってきた①基盤的専門知識教育を育成目標に区分し

て発展させる。また、外国人研究者の招聘や国際学会へ派遣等により、飛躍的に③国際討議能力を

増進させるとともに、シンポジウム開催や競争的研究プロジェクトを大学院生に主導的立場で参画させ

④企画立案運営能力を育成する。また、必修科目としての倫理教育だけでなく、これらのプロジェクトに

主導的立場で参画させることにより②高い倫理観、強い責任感と積極性を育成する。 

本教育プログラムにおいては設備購入を一切行わず、人材教育に焦点をあてたものであるため、プ

ログラムが修了した段階で優れた人材が育成できることが予想される。 

 



機 関 名 九州大学 整理番号 c013 

 ６．履修プロセスの概念図 
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機 関 名 九州大学 整理番号 c013 

＜審査結果の概要及び採択理由＞ 

 

「魅力ある大学院教育」イニシアティブは、現代社会の新たなニーズに応えられる創造性豊かな

若手研究者の養成機能の強化を図るため、大学院における意欲的かつ独創的な研究者養成に関する

教育取組に対し重点的な支援を行うことにより、大学院教育の実質化（教育の課程の組織的な展開

の強化）を推進することを目的としています。 

本事業の趣旨に照らし、 

 ①大学院教育の実質化のための具体的な教育取組の方策が確立又は今後展開されることが期待で

きるものとなっているか 

 ②意欲的・独創的な教育プログラムへの発展的展開のための計画となっているか 

の２つの視点に基づき審査を行った結果、当該教育プログラムに係る所見は、大学院教育の実質化

のための各項目の方策が、優れており、期待できるとともに、教育プログラムが事業の趣旨に適合

しており、その実現性、一定の成果と今後の展開の面も期待できると判断され、採択となりました。

 なお、特に優れた点、改善を要する点等については、以下の点があげられます。 

 

〔特に優れた点、改善を要する点等〕 

・「歯学国際リーダーの育成」として「歯学研究リーダー」と「臨床歯学リーダー」の両者の育成

を目指すいう目的が明確であり、国際的に活躍できる人材育成のために、外国語による討議能力

を高める教育体制の確立に重点が置かれている点は高く評価できる。 

・しかし、実現に向けて、カリキュラム等について、更なる具体化への工夫が必要である。 

 

 

 


